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(7 例)，または透明層が薄く徹密層が厚く無定型頼粒として認められるもの( 6 fJIJ)から，まったく欠損している
もの( 8 例)まで種々の形態が認められた。無定型頼粒のものも含め，基底膜を有しているもの (BM-P 型)と，
認めないもの (BM-A 型)に分類し腫虜先進部癌細胞形態を観察した。
BM-P 型においては，細胞は密に接し細胞間隙は狭く BM-A 型では間隙は開大し細胞間突起も豊富に認めら
れた。しかし desmosome 数は BM-P 型では， BM-A 型に比べて少ない傾向が認められた。基底膜と接する基底
面は， BM-P 型では平滑であり，細胞質突起も少なく，良好な hemi-desmosome を多数認めたが， BM-A 型では
認めなかった。
リンパ節転移巣においても，主病巣にほぼ一致した基底膜，癌細胞形態を示したD
伸展様式を検討してみると， BM-A 型において，深達度 (a) がやや深い傾向が見られたが，所属リンパ節転移度
(n) においては， BM四P 型で85%に転移が認められたのに対し， BM-A 型では， 50% と低かった。
[総括]
食道癌先進部においては，基底膜の性状により先進部癌細胞の形態に特徴が認められた。基底膜を有するものでは，










平滑で， hemi-desmosome を認めた。一方，欠損しているものでは，間隙は開大し突起を多く有し， desmosome 
も多数認めたが， hemi -desmosome は認められなかった。また，所属リンパ節転移巣においても同様の基底膜が認
められ，癌細胞形態は主病巣によく類似していた。 臨床病理所見について検討してみると，基底膜を有するもので深
達度がやや浅い傾向が認められ欠損しているもので浸潤傾向が認められた。これらの結果は，食道癌において基底
膜の有無と癌細胞の形態の間に明らかな相関があり，基底膜が癌の進展に関与していることを示唆している。学位に
値する業績と考える。
